
OPICS
かめやまのホットな話題をお届け！

（４月末現在［暫定］・亀山署管内）

※（　）内は前年同期比の増減数

人身事故 死亡者
25件（＋2件） 1人（＋1人）
負傷者 物損事故

33人（＋3人） 420件（-6件）

令和６年交通事故発生状況 ～梅雨（雨天）における交通事故防止～
　雨の日は、視界が悪くなるうえ路面も滑りやすくなり、スリッ
プ事故や追突事故が多発するようになります。
　スリップ事故の原因の一つに「ハイドロプレーニング現象」が
あります。この現象は、自動車などが水の溜まった路面などを
走行中、タイヤと路面の間に水が入り込み、摩擦力が失われ、ハ
ンドル、ブレーキが効きにくくなる現象で、タイヤの摩耗や空気
圧不足、スピードの出し過ぎが原因と言われています。

亀山警察署（☎82－0110）

　交通事故防止のために
　〇�雨の日はスピードを控えめにし、車間距離を十分とって慎重に運転しましょう。
　〇�車の点検（タイヤ、ブレーキ、ワイパーなど）を忘れないようにしましょう。

　里山塾は、亀山里山公園「みちくさ」内に生息する動植物
を見て、触れることで、楽しみながら自然環境への興味を深
めてもらうため、年間を通じて、開催している講座です。
　この日は、本年度の開講式と第１回講座が開かれ、塾生と
その家族が参加しました。
　講座では、「美しい花ってなぜ咲くの？」をテーマに、参
加者が、タンポポなどの植物の生態について学んでいまし
た。また、虫メガネを使って園内の草花を観察したり、手に
取ったりしながら、自然とのふれあいを楽しんでいる様子
でした。

里山塾2024開講式・第１回講座５ ６

　新茶の季節を迎え、市立図書館１階休憩コーナー
で「新茶まつり」が開かれました。
　会場では、４月22日（月）に亀山市茶業組合主催の
初もみ研修会で、亀山高等学校２年生の生徒が手摘
みした「みえうえじま」や市内茶農家が生産した「や
ぶきた」などの新茶が、市民団体「魔女のお茶会」の皆さんにより無料で振る舞われました。　
　亀山茶は上品で濃厚な味わいと香り、コクのある旨みが特徴で、多くの来館者が今年最初の新茶を味わっていました。

新茶まつり５ ９

　市では、風水害に備えて、水防に関する知識や技術を習得
し、水防体制の向上を図るため、年１回水防訓練を行ってい
ます。
　訓練会場となった鈴鹿川河川敷グラウンドでは、市職員
や消防団員、少年消防クラブ員など約350人が集まり、はじ
めに土のう作りを行いました。その後、鋼抗と防水シートを使用し、堤防から水があふれる
ことを防止するための「改良積み土のう工法」を実践していました。

水防訓練５ 12
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